
「えがおえたじま応援センター」

とは，「江田島市社協ボランティ

アセンター」の愛称です。「ボラ

ンティア」という言葉をもっと柔

らかく表現するために，「あなた

の生活を応援します！」という思

いを込めて「応援センター」とし

ました。

キャラクターは「エータくん」。

よく「あの，そら豆のような・・・」

とか言われますが，じ～っと見

てください，なにやら見慣れた

島の形をしていませんか？

「しおかぜネット」は「ちょっと

した困りごと」を「しおかぜさん

（協力者）」に手伝ってもらって

解決しようという「お互いさま活

動」です。お互いが気兼ねしない

ように，との思いから有償（1 時

間 300 円）の仕組みをとってい

るのが特徴です。

キャラクターは「ハマちゃ

ん」。最初はクールなイメージ

でしたが，最近は表情豊かに

なってきました。誕生して 3

年，まだまだ成長中です！

「ふれあい・いきいきサロン」と

は，「気楽に集まり，楽しく過ごす」

が基本の，子どもから高齢者まで，

誰もが自由に使える地域の場（活

動）のことです。みんなで食事を

したり，レクレーションをしたり

と，それぞれのサロンで工夫して

開催されています。

キャラクターは「カンちゃ

ん」。江田島市特産品の一つ，

ミカンをモチーフにした元気

いっぱいの女の子です。皆さ

んのサロンを応援します。



能美町中町地区では，昨年からの小地域福祉活動

モデル地区指定の流れから，この度，地域における

新たな支えあいの方法として「福祉委員制度」を採

用することになりました。

この「福祉委員制度」は中町地区が独自に設置す

るもので，地域内の困りごとに対して，自治会や民

生・児童委員さんと協力して，地域全体（または近

隣）で支える活動を推進するボランティアです。

とはいえ，まだまだこの制度は始まったばかりで，

活動しようにも地域の皆さんの協力なくしては何も

出来ません。

ということで，10 月の中旬から下旬にかけ

て，新しく「福祉委員」になられた 9 名の方々

は，民生委員さんにご協力をいただきながら，地

域をまわってご挨拶を兼ねた地域調査を実施し

ました。この地域調査の結果を踏まえて，これか

ら福祉委員さんたちが具体的な支援活動を計画

し，推進していく予定です。

「中町に住んでよかった」

「中町は安心して暮らせるね」

と言われるような地域を目指し，福祉委員さん

たちと一緒に頑張ります！中町のみなさんご協

力よろしくお願いします。

今回は「国立江田島青少年交流の家」の協力を得て，いつもと

違う体験です。青少年交流の家スタッフの方がリフレッシュ体操

やレクリェーションをしてくださいました。

ゲームで深層心理をつかれて驚いたり，タネ明かしに納得し大

声で笑ったりと楽しくすごすことができました。

お昼は食堂でバイキング形式で食事を楽しみ，

心もお腹も満たされて大満足な 1 日でした。

クローバーの会は，ご家族の介護をされている方々の集

まりで，心身のリフレッシュをはかり，帰宅してからも“また

がんばろう！”とやる気をもらえる会です。



「サロンを起ちあげたいので，詳しい話を聞かせてくだ

い」とお電話をいただき，後日，サロン開催予定会場で

ある「憩」にご近所さんに集まっていただいて，サロン

出前説明会（のようなもの・・・）を開催しました。

そこで「買い物帰りによってみたよ」「散歩の途中に来

てみたよ」という感じに『誰でも気軽に寄れるサロン』

を目指して欲しい，ということを交えて「ふれあい・い

きいきサロン」の説明をさせていただくと，

「じゃあ貴女の所でサロンの看板を作ってもらおう

か？」とか「手先を動かすために，折り紙をやろうよ」

と，皆さんの中から嬉しいアイデアが次々と出てきまし

た。

サロン開催日はお店の定休日のうちの「第 3 水曜日」

になりそうです。ご近所の方は，表に「ひまわりサロン」

という看板が出ていたら寄ってみてください。楽しそう

なサロンがまた一つ出来ましたよ！

68 畳の広い会場でも人が集まればとっても賑やか！

みなさんそれぞれ，「作り物をしながら」，「調理をしなが

ら」，「ゲームをしながら」，これはもう女性の習性なのでし

ょうね，すべてにおいてお喋りしながらなんです（笑）

でも不思議と作業のはかどり具合は速いんですね～！

あたたかいごはんと，笑いありのおしゃべり。

さぁ，今日のあなたには，どっちがご馳走でしょう？



「2 年ぶりの依頼だけどを受けてくれるだろうか・・・？」と

心配そうに電話をくれたのは，犬のご主さま。

「夫婦一緒に出かけなくてはならなくなったので，誰か犬の世

話をしてくれませんか？」とのこと。

活動当日お伺いすると，ご主人の留守をしっかり守っていて

“ワンワン！！”勢い良く吠えるのでビックリしましたが，散

歩をしてくれる人だとわかると，尻尾をフリフリ待ってくれま

した。

リードを着けて，いざ出発！

帰るのがわかるとダダをこね

て少々大変でしたが（足に抱

きついてきました），久ぶりに

動物と触れ合うことができ，心

が癒されました。

これまでは，なんとか干せていた高さの「物干し竿」。ご自身の体

調の変化に伴い，だんだん使い勝手が悪くなってしまい困っていま

した・・・。

そこで男性の「しおかぜさん」に活躍してもらうことに！！

「ついでに竿の長さの調節もお願いできますか？」とのお願いに，

「よっしゃ！」と,電動ノコギリでスパッと切断！ケガをしないよう

にと，切断面のお手入れもお手のものです！

「竿にロープを巻きつけるひと工夫で，ハンガーがずれなくなるん

よ」これを依頼者に聞いたしおかぜさんも，出来上がりに「なるほ

ど！」と感嘆しきりです。

生活の知恵を「おすそ分け」。

これもひとつのお互いさま活動

ですよね？



12 月 9 日は「障害者の日」12 月 3 日から 9 日までは「障害者週間」です！

昭和 56 年、国は「国際障害者年」を記念して、国連が「障害者の権利宣言」を採択した 12

月 9 日を「障害者の日」としました。

また、「障害者週間」は、障害者が自らの自立と社会参加への意欲を高め、また国民の障害者

に対する理解と認識をより一層深めるための期間です。

障害者週間をきっかけに、障害や障害のある方について考えてみませんか？

ちょっとしたことに気づくことが始まりです

社会にはさまざまな人がいて、いろいろな「不便

さ」や「困ったこと」を抱えて暮らしています。で

も自分以外のことには、みんな気がつきにくいもの

です。

それぞれが、どんなことで困っているのかを伝え

合い、自分以外の人の不便さに気づくこと、そこか

らみんなにとっての暮らしやすいまちづくりにつ

な

がります。

～「障害者週間のポスター」パネル展～

広島市まちづくり市民交流プラザ

南棟１階エントランスロビー

広島市中区袋町 6 番 36 号（袋町小学校隣）

電話：(082)545-3911
平成 21 年 12 月 3 日から 12 月 10 日まで



日時：平成 22 年 1 月 18 日（月）～3 月 29 日（月）

毎週月曜日 全 10 回（※3 月 22 日（月）はお休み）

初回・最終回 午後 7：00～8：30 2 回目以降 7：00～8：00

場所：大柿公民館 2 階研修室（大柿町大原 TEL 57-3009）

募集：20 名

締切：平成 22 年 1 月 13 日（水）

参加費：無料

主催：手話サークル「コスモス」 後援：江田島市教育委員会

申し込み方法：大柿公民館事務室に申し込んでください。（57-3009）

この度，中国地方郵便局長協会から「車

椅子仕様福祉車両」の寄贈がありまし

た。この車両は江田島市障害者生活支援

センターへ配置し，障害のある

方の社会参加を支援するために

活用させていただきます。


